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１号様式                

 記録者 事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂  

 

 

教育、民生常任委員会記録 

 

招集年月日 令和２年９月２４日（木） 

招集の場所 議員控室 

開会 午後１時５４分 

出席者 

 

委員長   福田 淑子 

副委員長  柳田 政喜 

委 員   村松 秀雄 

委 員   吉田 二郎 

委 員   平吹 俊雄 

委 員   手島 牧世 

委 員   藤田 洋一 

委 員   我妻 薫 

議 長   大橋 昭太郎 

 

欠席者  

職務のため出

席した者の職

氏 名 

事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂 

協議事項 

１）議会懇談会の資料作成について 

２）研究テーマの今後の進め方について 

その他 

なし 

閉会 午後３時１３分 
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２号様式  協議の経過  

 開会 午後１時５４分 

福田委員長 皆さん、こんにちは。 

稲刈りの大変お忙しい中、常任委員会を行います。我妻委員につきまし

ては、只今、国県道期成同盟会の役員会に出席しておりますので、遅れて

おります。委員は７人ですので委員会は成立をいたしております。 

 今日の議題につきましては、まず、議会懇談会が１０月にあります。そ

の資料作成を柳田委員にお願いしまして、今日皆さんにお届けになってお

ります。この資料について、皆さんにいろいろご協議いただきたいと思い

ます。 

 ２つ目は研究テーマの今後の進め方についてを議題として、皆さんで話

し合っていきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 それでは、まず初めに教育、民生常任委員会の研究テーマ、奨学金によ

る人材確保についてを協議いたしたいと思います。柳田委員から資料頂き

ました。ありがとうございました。これについて、皆さんでこれから協議

していきたいと思います。 

 休憩します。 

 休憩 午後１時 56 分 

再開 午後 2 時 00 分 

福田委員長  再開いたします。 

 我妻委員出席しております。 

 休憩いたします。 

 休憩 午後 2 時 00 分 

再開 午後 2 時 31 分 

福田委員長  再開いたします。 

 委員全員出席ですので、委員会は成立しております。議長も参加してい

ただいております。 

 皆さんのお手元に、奨学金による人材確保についての研究テーマの文書

にお目通しいただき、先程、令和 2 年につきましては、貸付予定者数と入

れてください。これを合同会議の委員長にお渡しをしたいと思います。 

 休憩します。 

 休憩 午後 2 時 32 分 

再開 午後 2 時 44 分 

福田委員長  再開いたします。 

 議会懇談会の研究テーマの資料を皆さんにお目通しいただきました。こ

れで提出をしたいと思います。柳田委員ご苦労様でした。 

 続きまして、研究テーマの今後の進め方についてを議題といたします。 

本来ですと先進地に赴いて、いろいろ町に対する提言などできるんですけ

ど、コロナの関係で辛うじて石巻市の視察を行うことが出来ました。 
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更にいろいろな取り組みをされている県もありますけれども、今後どの

ように進めていったらいいのか、皆さんで協議をしたいと思います。 

なお、総務、産業、建設常任委員会は今年でテーマを終えて、また来年

新たなテーマを設けて行うとお聞きしております。本常任委員会でどのよ

うにしたらいいのか、皆さんのご意見をお伺いしたいと思います。 

休憩いたします。 

 休憩 午後 2 時 45 分 

再開 午後 2 時 46 分 

福田委員長  再開いたします。 

 村松委員。 

村松委員 先進地視察についてですが、予算も取っておりますけれど、宮城県内で

今、毎日患者が発生している、なおかつクラスターが発生している、仙台

市内ですがね。わが町は１回こっきりでいいんですけど、やはり受け入れ

るほうの気持ちを考えれば、逆に我々が他の町を受け入れることができる

だろうか精神的に。コロナにはなってないからいいんですが、ただ来るほ

うも行くほうもどちらもマイナスしか生まれないのかなと思うんです。 

もし、どこかに依頼するにしても今の時期って思われるだろうし、逆に

我々が受ける時もそういうふうに思うんでないのかな。 

だから、とりあえず資料の中で、本来は行って文字以外の部分が聞きた

い部分なんですけれども、陰にかくれた苦労話とかそういうのを聞いて視

察するのが本当だと思うんですけど、とりあえずは、ただ単なる質問の文

書ではぶしつけだと思うので、我々のほうで資料の提供をお願いするとい

う格好しかないのかなと思うんですけどね。 

一応今年はどうなるかわかりませんけど、治療薬ができるということが

はっきりしてませんので、予防薬や治療薬ができれば行ってもいいのかな

と思うんですけれど、今年については控えたほうがいいのかなと思います。 

福田委員長  他に皆さんから。 

 手島委員。 

手島委員  オンライン会議のシステムを活用して、オンラインでの視察というか情

報をいただけないのかなと思うんですけれど。ただ、双方がちゃんとそれ

ができないと可能ではないんですが。 

福田委員長  一応意見だけ聞いて、その中身については協議したいと思います。 

 我妻委員はどうですか。 

我妻委員  村松委員の趣旨と同じですね。今、お願いしてもお願いされるほうも大

変だろうな。 

福田委員長  吉田委員。 

吉田委員  一番最初にもう決定的な意見が出ましたので、私もそれと同感でござい

ますので。 

福田委員長  藤田委員。 
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藤田委員 11 月には収束されるという報道もありますけれども、到底無理な話でこ

の先、インフルエンザの季節に向かっていくわけですから、村松委員が述

べた意見がもっともだなと私も思いますので、言い換えれば同感ですね。

そういうことで私もよろしいと思います。 

福田委員長 平吹委員。 

平吹委員 やっぱりね、視察はちょっと無理というふうな、ほぼ村松委員と同じな

んだけれど。 

福田委員長 柳田委員。 

柳田副委員長 同じです。 

福田委員長  只今、まず視察については、控えたほうがいいという皆さんのご意見で

したので、視察については控えるということで、予算を取っておりますの

で議長に報告をさせていただきます。 

 それから、今、手島委員からオンラインでの視察はどうでしょうかとい

う意見もいただいたんですけれども、これについてはどうでしょうか。 

（「いいですか」の声あり） 

柳田委員。 

柳田副委員長  最近のオンライン会議を見てると画面上に複数の人が出てきてやってる

んですけど、大体 1 画面 1 人っていう形になると思うんです。それをやる

場合なかなか難しいんではないかなと。こっちもこれだけの人数いますし、

向こうの担当者も数名で来てもらうという形になると思うんで 1 対 1 の会

話だったら可能なのかもしれないですけど、複数対複数ではなかなか難し

いのかなと思ったのと、向こうにもいろいろ迷惑かけますし。 

実際に会って話するのとやっぱり違うんじゃないかと思うんですよね。

オンラインでもある程度できると思うんですけど、文書とあまり違わない

のかなと感じます。 

福田委員長 他に。 

 平吹委員。 

平吹委員 テレビ電話はできるの。（「そっちの部屋に用意してある」、「小会議室ね」

の声あり）やってみたい気はするな。 

福田委員長 休憩します。 

 休憩 午後 2 時 53 分 

再開 午後 2 時 59 分 

福田委員長 再開いたします。 

オンラインについては相手もあるので難しいだろうということで、オン

ラインでの視察は行わないということになりました。 

そうなると、視察については行かないということになりますので、なお

さら今後どのように進めたらいいのかということで、皆さんといろいろ話

をしていきたいと思います。 

来年の 9 月頃までには同じテーマでいくのであれば、9 月か 12 月頃まで
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には提言をしていかないと（「9 月でしょ」の声あり）9 月ですね。1 月に

選挙あるのでその前に町長に渡すとなると 9 月、そして次の年度に予算化

してもらう場合もありますので 9 月中にはまとめなければ。 

この調子だと来年も視察に行けるかどうかもわからないというのはある

ので、来年までこの研究テーマを延ばしていくという方向でよろしいです

か。（「はい」の声あり） 

はい。それについては方針として延ばしていきたいと思います。 

それでは、先程、村松委員から資料をネットで取り寄せて、その中で参

考にしながら提言できるものがあればということだったんで、それでよろ

しいですか。資料をいただいてこっちで勝手に判断して、とするしかない

んですね。相手いないので。 

平吹委員 資料頂いて、それを皆で研究、勉強して疑問点だけ聞くとか。 

福田委員長 提言していくことに重きを置いてという方向でよろしいですか。 

その資料なんですけれども、以前に皆さんにお話ししました、米原市と

甲賀市ですね。資料はある程度、皆さんに条例なんかはお渡ししてますけ

れども。（「あります」の声あり）その中身について、もし必要な資料があ

れば副委員長と相談しながら取り寄せていきたいと思います。この方向に

したいと思います。 

柳田副委員長 例えば、来年度もしかしてコロナが沈静化して、来年度の予算で研修が

組めるなら行くということですね。（「米原市とどこ」の声あり） 

福田委員長 米原市と甲賀市、あとそれから相模原市も先進地としては候補に挙げて

ました。（「委員長いいですか」の声あり） 

我妻委員。 

我妻委員 専門の学校関係で、いろいろな資格がある職種がでたけど、町内では事

業所がないところって書いてたけど、今老人施設なんかもどんどん出来て

きてる中で、理学療法士とか作業療法士を必要としてる施設なんかどれく

らいなのか、どんな現状なのかそれも把握しておく必要あるんじゃないか

な。 

柳田副委員長 町内の職種に関しての就業状況ですか。 

我妻委員 老人施設だと作業療法士とかいないんだよね。（「いなくて掛け持ちした

りしてるんだよね」の声あり）実際問題としては、必要としているけどい

ないのか、前は大崎管内数えるくらいしかいない状況だったから介護保険

が出来た頃の話だけど。今は随分施設は増えてるけど、現状どうなのか。

どうやってそれを把握したらいいのか。 

福田委員長 どうやって把握したらいいのか。（「担当課でわかるんじゃないの」の声

あり） 

まず、その辺の調査もね含めてやってみると。 

我妻委員 そうしないと、高度な人材をって言っても、町でどれだけ必要あるのや

って聞かれた時にね。デイサービスなんかで本当に必要ないのか、本当は
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必要なんだよね。作業療法士なんかリハビリするのにね。 

柳田副委員長 だから、今回の懇談会資料で、看護師、保育士だけをピックアップした

形でコメントしたのはそこなんですよ。実情をつかめてないんで。 

我妻委員 それだけに絞っていいかどうか。実際、老人施設はどんどん増えてる訳

さ。これは必要とされているんでしょ。但し、資格持った人がいないから

配置しないのか。 

柳田副委員長 そこが法律的に、代理で所長が出来ますよみたいな感じで緩和されてい

るのかどうかもわからないですしね。 

我妻委員 少なくても、今現状だけでもそういう施設で理学療法士なんかが配置さ

れているかどうかぐらいは確認できるよね。 

福田委員長 町内だけね。 

柳田副委員長 町内の病院でリハビリをやっているというとこ……。リハビリっていう

と整形とか外科っていうイメージありますけど。 

我妻委員 いや、老人施設だってそういう資格持った人がいて、機能回復の資格を

持ってる人がやれば、歩かないようにならないんじゃない少なくともな。 

福田委員長 町内で働く専門職の人達が何人いるか、調査出来るものと出来ないもの

とあるんですけれども、担当課に聞きながら次回に皆さんにお示ししたい

と思います。 

あと皆さんからありませんか。まず、資料を取り寄せてそれを皆さんで

中身をみる。それから町内で働く専門職の方が何人いるのか、現状を把握

する。あと他にありませんか。 

では、次回はその点に重点を置いて協議をしたいと思います。 

休憩します。 

 休憩 午後 3 時 09 分 

再開 午後 3 時 12 分 

福田委員長  再開いたします。 

 次回は10月29日午前9時30分からということにしますのでよろしくお

願いいたします。 

なお、皆さんでいろいろこれがいいとかありましたらお気軽にお話をい

ただければ進めやすいので、お願いしたいと思います。 

他に皆さんからありませんか。 

なければ、終わりますので、副委員長挨拶お願いします。 

柳田副委員長 皆さん大変お疲れ様でございました。本日は、細部にわたりお話をいた

だきありがとうございます。稲刈りのほうピークでございます。皆さん農

家の方はけがの無いよう頑張っていただきたいと思います。本日はどうも

お疲れ様でした。 

 閉会 午後 3 時 13 分 
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 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和２年９月２４日 

 

教育、民生常任委員会 

 

委員長                    


